健康管理システム導入業務仕様書
令和３年８月２３日
相良村役場保健福祉課
本書は、相良村の保健事業を管理支援するシステムの仕様書であり、本システムの納入業者は以下に示す、すべての項目を満たすこと。
1． 事業名
相良村健康管理システム導入業務
2． システムの目的
相良村はこれまでに健康管理システムを導入し母子保健事業、成人保健事業、予防接種事業などにおいて、コンピュータにて各種データを管理してきたが、更なる各業務の事務の効率化を図るとともに、的確な地域保健・健康増進事業を実現管理できるとともに、これまでの通常業務や今後の住民サービスの向上を図るために、新たに健康管理システムの導入を行い、妊婦・乳幼児から高齢者保健事業までの効率化を目指し、今後も安定一貫した住民サービスを図る。
３．健康管理システムの対象範囲
①　成人健診業務
②　特定健診・特定保健指導業務
③　母子健康手帳交付・妊婦健診業務
④　乳幼児健診業務
⑤　予防接種業務
⑥　保健指導業務
⑦　個人の総合照会機能
⑧　世帯の総合照会機能
⑨　集計・統計業務
４．業務の概要
①　健康管理システム構築業務
②　サーバセットアップ関係・既存端末へのシステムパッケージ導入、機器の導入及びソフトウェア等の調達、ネットワークの設定
③　現行システム等からのデータ移行関連作業
④　基幹系システムとの情報連携
⑤　本村と中間サーバとの情報連携
情報提供ネットワーク連携（副本登録）の「管理番号80母子保健法による妊娠届出に関する
情報」、「管理番号84予防接種法による予防接種の実施に関する情報」及び「管理番号86母子保健法による妊産婦または乳児若しくは幼児に対する健康診査に関する情報」、の自治体中間サーバへの副本登録を日次で自動連携ができることとする。
⑥　健康管理システム利用者（担当職員）への操作研修
⑦　健康管理システム運用業務（システム保守、障害対応）
５．設置場所
相良村役場保健福祉課内（既存端末、既存プリンタ）を利活用する。
データセンターへサーバ関連の機器を設置する。
６．支払方法、契約期間
1 相良村へシステム構築及びシステム導入完了後に一括支払いとする。
2 保守契約は、導入月から月額払いとする。
７．システム概要
　　　データセンターにサーバ機器等の設置を行い、本村の基幹系ネットワークに接続された既
存端末により、本システムを利用し、特定健診、各種がん検診、予防接種、妊婦健診、乳幼
児健診、健康教育、保健指導、世帯総合照会を行うことができること。また、現場受付用端
末により集団健診時の受付業務を行うことが可能なものとする。
８．契約条件
①　受託者は、提供されるすべてのデータ及び本契約に関して知り得た情報を第三者に漏ら
してはならない。
②　原則として、本件システム構築及び導入等、システム運用開始前の準備に関わる一切の経費等はシステム導入完了後の支払いとし、保守委託料は導入月から月額払いとする。
③　リモート保守サポート実施にかかる、回線工事費や通信費や使用料等の経費については、
委託者・受託者それぞれにて負担すること。
９．納入期限
令和４年３月３１日
１０．検収
本システムに係る各種機器、ソフトウェア、ネットワーク接続が正常に動作し、かつ、本仕
様書の要求事項をすべて満たしていることを持って検収とする。
１１．保守条件
　　①　本システムを導入・構築した業者が、操作及び技術的な質問に応じる窓口を設置し、迅速に対応すること。
②　本システムに障害が発生した場合は、２時間以内に到着し対応すること。機器等の交換等が発生し、即座の復旧が困難であると予想される場合は、対応について本村担当者と協議し対応すること。
　　③　導入後、別途導入・構築した業者と、維持管理保守契約を結びシステム安定稼働は基よ
り問い合わせ・サポート体制を整え、業務に支障なき様努めること。
１２．システム形態
①　ＷＥＢ方式とする。
②　サーバ及びクライアント機は、共通の操作性を持つOSとする。
③　データベースには、リレーショナルデータベース管理システムを使用すること。
１３．ハードウェア仕様
①　サーバ機器類について
・設置場所については、データセンターに設置を行い、ホスティング又は、ハウジングサービスによりサーバの管理運用を行うこと。
・停電などの電源トラブル時に対応するための対策をとること。
・システム上のデータを定期的にバックアップ装置へ保存できること。
・サーバＯＳについては、これまでの実績があり、サポートがある最新のＯＳを使用すること。
・データベースについては、ＯＳと同様にこれまでの実績があり、サポートがあるデータベースを使用すること。
　　　・必要端末数分のサーバライセンスを調達すること。
②　端末について
　・相良村職員が使用している既存端末(１４台)からシステムが利用できること。
　　但し、同時にシステムを利用するユーザライセンスは、８人とする。
	既　存　端　末
	数　量
	仕　　　　　　　　　　　様

	デスクトップパソコン

	１４

	HDD 500GB　メモリ ４GB　OS Windows10 Professional　
Office Personal 2016


・各種業務の機能を、どの端末からでも同時に入力、修正、削除ができること。
・調達するノートパソコンは健診会場（オフライン）で受付処理にも使用できるノートパソコンを導入すること。
・健診会場に受付できるノートパソコンを１台使用することができること。
	調　達　機　器　等
	数　量
	仕　　　　　　　　　　　様

	１.ノートパソコン・マウス
	１

	HDD 500GB　メモリ ４GB　OS Windows10 Professional　
Office Home and Business 2016　相当以上


③　その他調達機器等
・プリンタは、基幹系（マイナンバー系）ネットワークに接続した既存のプリンタから印刷ができること。
　　　・リモート保守を行うための機器等を調達すること。
１４．ソフトウェア仕様
①　基本要件
・ＷＥＢ版を基本としたパッケージソフトであること。
・導入・構築した業者が、直接サポートできること。
・システム打ち合わせ時には他自治体の運用方法の提供も踏まえて技術的な提案も行うこ
と。
・ユーザーＩＤ毎に各システムの利用権限を設定できること。
・基幹システム（住民異動情報、国保受給資格者情報、後期高齢者資格情報、外字文字情報、マイナンバー等）との円滑なデータ連携と安全確実に保健事業の運用が行えるシステムであること。
　　　・システムで表示された情報を表計算ソフト等によりデータ加工が容易にできること。
②　健康管理システム機能要件確認書　（別紙１　健康管理システム機能要件確認書）
・システム機能については、システム機能要件確認書を全て網羅すること。
・標準機能：○、カスタマイズ対応：△、対応不可：×のいずれかを記入すること。
　　　
１５．操作研修要件
　①　システム管理者に対して、各システムの使用方法について操作研修会を実施すること。
　②　操作・管理・運用に必要なマニュアルをデジタルデータとして用意すること。
１６．機器搬入・インストール
①　データセンターと庁内ネットワークの環境構築を行うこと。
②　サーバのセットアップとデータセンターへの設置又は環境設定を行うこと。
③　導入端末以外に既存の端末（１４台）へセットアップと環境設定を行うこと。
④　新設周辺機器及びソフトウェアの搬入設置及び、インストールと動作確認を行うこと。
１７．データ移行
　①　現在稼働中の全てのデータを、新システムへ漏れなくデータ移行を行うこと。また、相良
村の保健業務に支障をきたさないよう業務予定を確認したうえで安全確実に行うこと。
②　現在稼働中のベンダーのデータ仕様に基づき適正にデータを移行すること。
１８．保守サポート
①　障害が発生した場合には、オンサイト保守又はリモート保守により、原因調査を延滞な
く迅速に対応を行うこと。
②　システムの質問・問い合わせについては、迅速に応答できる体制を準備すること。
③　導入後、別途維持管理保守契約を結び、システム安定稼働は基より問い合わせ・サポート
体制を整え、業務に支障なき様努めること。
１９．ソフトウェアの品質条件、稼動導入条件
①　県内で現在稼働中の自治体が2自治体以上であること。
②　本システムのプログラム開発着手前に、データ移行やカスタマイズ内容と、納入スケジュ
ールの説明を行い、十分な仕様打合せを行い開発に着手すること。
以上


